
※授業実施日・定期試験実施日は、1Fフロアを
　8時30分から利用できます。
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図書館のイベント＆学修・就職活動支援図書館のイベント＆学修・就職活動支援
駒澤大学図書館ビブリオバトル
「人を通して本を知る、

本を通して人を知る」
本の紹介コミュニケーションゲーム。
バトラー（発表者）がみんなにお勧めし
たい本を５分でプレゼンし、最後に観戦
者が一番読みたくなった本に投票して
「チャンプ本」を選ぶイベントです。
知らない本、新しい友達に出会えます。

ライブラリー・アドバイザー（LA）
レポートの書き方がわからない…文献の
集め方がわからない…集めた参考文献っ
てどう使うの？プレゼンテーションの上
手なやり方って？
そんなときは２階レファレンスカウン
ター横のLAサポートデスクにお越しくだ
さい。
LAがみなさんの学修をサポートします。

書庫ツアー（学部生・科目等履修生・聴講生）
図書館の地下書庫（B1、BM2、B2）に
は、貴重な和装本、洋古書、近代作家の
初版本、過去の新聞など、たくさんの資
料があります。普段入れない地下書庫を
図書館員が案内します。
この機会でなければ見られない書物を目
にすることができます。
在学中に一度は地下書庫を見てみましょ
う！

レポート対策ガイダンス
LAによるレポートの書き方講座です。
レポートの課題に取り組む手順や文献を
見つける方法について、LAが解説しま
す。

データベース活用による企業情報収集法セミナー
外部講師による就職活動に役立つデータ
ベース講習会。就職活動をはじめるにあ
たり必要な情報を上手に集める方法を教
えます。

学生選書ツアー
「こんな本があったらいいな」を学生の
皆さんの視点で選ぶ選書ツアー。書店の
店頭で読みたい本を選び、自分が選んだ
本が大学図書館に並びます。バラエティ
豊かな本を一緒に選びに行きませんか？
皆さん、奮ってご参加ください！

図書館学生サポーター（学部生・大学院生）
図書館では、「図書館学生サポーター」が
活躍しています。図書館イベントの企
画・運営・展示など、積極的な活動で図
書館を盛り上げてくれています。
興味のある方は、図書館までお問い合わ
せください。

※その他のイベントや日程等詳細につきましては、図書館ホームページ等で随時お知らせいたします。

令和２年４月発行

〒 154-8525　東京都世田谷区駒沢1-23-1
TEL.03-3418-9163　FAX.03-3418-9162

https://www.komazawa-u.ac.jp/facilities/library/



まず身の安全を確保し、スタッフの誘導に従って避難してください。非常口は、事前に確認しておきましょう。

・駒澤大学個人情報保護方針に基づき、適切に取り扱います。
・図書館個人情報保護方針は、図書館ホームページで公開しています。

・図書館資料に限り、著作権法で認められている範囲でコピーを取ることができます。
・「駒澤大学図書館資料複製申込書」に記入してください。
・館内に掲示している注意事項をよく読んで、著作権法の範囲内で利用してください。

マナーを守り、すべての利用者が気持ちよく利用できるようにご協力ください。
・図書館の資料は、大切に扱いましょう。
・利用した図書は、請求記号順に元の位置に戻しましょう。
・貴重品は、常に身につけ放置しないでください。
・館内では、携帯電話等での通話はご遠慮ください。
・飲食、喫煙は禁止ですが、ペットボトルなど蓋付きの飲み物は1F・3F・4Fのドリンクコーナーでご利用いただけます。

予約が入っていない場合、1回に限り貸出期間を
延長できます。返却期限日内であればKompass
（駒澤大学図書館蔵書検索システムの愛称　　　　）
の「貸出・予約状況照会」から手続きができます。
2Fメインカウンターまたは自動貸出装置でも
手続きできます。

P3.参照

本学図書館では、「駒澤大学図書館利用規程」「駒澤大学図書館複製等に係る規程」を定めています。
よく読んで利用してください。

図書館諸規程について

返却期限日を過ぎてしまったら…

KOMAZAWA UNIVERSITY

KOMAZAWA UNIVERSITY

この欄に有効
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面シール」の

貼付が無い

学生証は無効
とする。

この欄に有効
年度および在

籍確認印等

を記した「裏
面シール」の

貼付が無い

学生証は無効
とする。

本　　校 東京都世田谷
区駒沢１-２３-

１

玉川校舎 東京都世田谷
区宇奈根１-1

-１
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駒澤大学図書館で所蔵している資料を探すとき、Kompassを
使って調べます。
○携帯電話・スマートフォンからも検索できます。
Kompassの検索機能
　①『蔵書検索』：駒澤大学図書館の所蔵資料検索
　②『電子ブック・電子ジャーナル検索』
　　駒澤大学で契約している電子ブック・電子ジャーナルの検索
　③『Kompass Discovery Service』（学内専用／KOMAnet　VPN）
　　本学図書館で閲覧可能な書籍・電子ブック・電子ジャーナル・データベースなどをまとめて検索

蔵書検索・利用状況
照会・予約・延長が
できます（機種等に
より制限あり）。

コンパス：駒澤大学



淑徳大学・大正大学・鶴見大学・東洋大学・身延山大学・立正大学

ただし、昭和女子大学を訪問する際に、男子学部生は当館発行の紹介状が必要です。

2Fレファレンスカウンター



学内印刷プリンタ

学内印刷プリンタ

情報検索コーナー

展示コーナー

新着図書コーナー

指定図書

スタッフおすすめコーナー

教員 ・ 大学院生閲覧室

2F大型本コーナー

閲
覧
席（
カ
ウ
ン
タ
ー
席
）

レファレンス専用席
Kompass

蔵書検索コーナー

コピーコーナー

参考図書

教職員著作コーナー

リーダーズコーナー

キャリア関連コーナー

掲示板
図書館からのお知らせが掲示されます。

入退館ゲート

自動貸出装置

入退館は学生証・教職員証・図書館利用証を
使用してください。

本学紀要 ・ 論集 専門雑誌コーナー PCコーナー メインカウンター レファレンスカウンター Kompass蔵書検索コーナー

自動貸出装置

学部学科・大学院・研究所発行の
学術論文雑誌です。（新着分のみ）

国内外の学術雑誌を配架してい
ます。（新着分のみ）

書庫資料の請求・図書の返却・各種
申込の受付をしています。

情報や資料を探す協力・支援を
受けることができます。

本学図書館の蔵書検索システム
（Kompass）を利用できます。

図書の貸出・延長は1F~3Fの自動
貸出装置で手続きしてください。

KOMAnetユーザIDでログインし
て自由に利用できます。利用時間
は90分です。学内印刷システムを
利用できます。（印刷枚数制限あり）

主要な全国紙・地方紙・海外紙
があります。

本学図書館所蔵資料のコピーができます。

学内印刷システムが
利用できるプリンタです。
モノクロ・カラー対応です。
（印刷枚数制限あり）

KOMAnetIDでログイン
して各種データベースが
利用できます。学内印刷
システムを利用できます。
（印刷枚数制限あり）

図書の貸出・延長は、1F～3Fの
自動貸出装置で手続きしてく
ださい。

辞書・目録・索引・書誌など。貸出はできません。

本学教職員の研究成果である著作物が置いてあるコーナーです。

英語多読用図書のコーナーです。

企業研究、就職活動、自己分析、面接などの資料コーナーです。

図書館の企画展示を行っています。

到着次第、曜日ごとに並びます。

講義の課題・レポートに必須となる図書です。

いろいろなジャンルから閲覧スタッフが選んだおすすめの図書
コーナーです。

個人用のキャレルで集中して研究をすることができます。

高さ27㎝以上の大型本を配架しています。

一般雑誌コーナー
一般雑誌を配架しています。（新着分のみ）
ブックポスト
閉館時（8：30～9：00を含む）の返却はブックポストを利用してください。
ドリンクコーナー
ドリンクコーナーでのみ、飲み物をお飲みいただけます。
展示コーナー
図書館の企画展示を行っています。
受付カウンター
入館の受付・図書の返却の受付をしています。
リサイクル図書コーナー
図書館で不要になった資料を適時利用者に配付しています。
学内印刷プリンタ
学内印刷システムが利用できるプリンタです。モノクロ対応です。
（印刷枚数制限あり）
自販機コーナー
自動販売機が2台あります。

LAサポートデスク
LA（学修支援員）に学問的相談、
課題研究等の相談ができます。

LAサポートデスク
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駒澤大学図書館利用規程・複製等に係る規程

（改廃）
第41条　この規程の改廃は、図書館委員会及び全学教授会の議を経て、学長がその意見を聴き、

これを行う。
［附　則］
この規程は、令和２年４月１日から施行する。

（弁償）
第39条　図書を紛失、損傷又は汚損した者及び図書館設備に損害を加えた者に対して、図書館長

はこれを弁償させる。
（利用の停止又は禁止等）
第40条　図書館長は、次のいずれかに該当する者に対し、退館を命じ、又は図書館の利用を停止

若しくは禁止することができる。
（１）第17条に定める貸出手続を経ることなく、無断で図書を館外に持ち出した者
（２）第21条の規定違反を繰り返す者又は第36条、第37条、第38条の規定に違反した者
（３）その他、この利用規程に従わず館内秩序を乱した者

（利用心得）
第36条　利用者は、次のことを厳守しなければならない。

（１）利用資格証明書を他人に貸さないこと。
（２）館内では静粛にし、談話、音読等他人の妨げとなるような喧騒な行為をしないこと。

（目的）
第１条　この規程は、駒澤大学図書館利用規程（以下「利用規程」という。）第10条に基づき、駒澤

大学図書館（以下「図書館」という。）の複製等を利用して行う教育、学術研究に必要な図
書館資料（以下「資料」という。）の特別使用方法について定める。

（定義）
第２条　特別使用方法とは、「複製」「掲載（写真／影印）」「翻刻」「展示」「放送」をいう。

（１）「複製」とは、印刷、写真、マイクロフィルム、複写、録音、録画その他の方法により再製するこ
とをいう。

（２）「掲載（写真／影印）」（以下「掲載」という。）とは、写真技術を用いて、原本を撮影した資料及
び複製された影印を使用し、刊行（出版）することをいう。

（３）「翻刻」とは、原資料の文字を活字体等に置き換えて使用することをいう。
（４）「展示」とは、展示会を催すため公共的性格を有する団体が資料の貸出しを受け公開することをい

う。
　①　展示貸出を行う場合、展示会を催す団体は貸出しを受ける原本に保険をかけることとする。た

だし、展示物全体に保険をかけることもできる。
　②　展示貸出を行う原本の搬出入は美術品輸送専門業者が行うこととする。ただし、図書館長が認

めた場合は、この限りではない。
（５）「放送」とは、テレビで資料の原本又は複製を放映することをいう。
（複製申込者）
第３条　複製申込みのできる者（以下「申込者」という。）は、次の各号のいずれかに該当する者と

する。
（１）「学内使用者」　駒澤大学の学生、研究生、委託生、聴講生、科目等履修生及び科目等特別履修生

（利用規程第２条第１項第１号）、本学の教職員（専任・非常勤）（同第２号）、本学の元専任教職
員（同第３号）、学校法人駒澤大学が設置する諸学校の教職員（専任・非常勤）、学生及び生徒
（同第４号）、本学の研究員及び附属研究所員等（同第５号）

（２）「学外使用者」　相互利用協定及びコンソーシアム等の利用資格者（利用規程第２条第１項第７
号）、他大学及び研究機関等の紹介者（同第９号）

（３）「個人使用者」　本学の卒業生及び修了生（利用規程第２条第１項第６号）、18歳以上の一般利用
による許可者（他大学学生及び高校生を除く）（同第８号）

（４）その他、図書館長が許可した者（利用規程第２条第１項第１0号）
（申込手続）
第４条　一般図書及び雑誌について複写の範囲が半分以下の複製を希望する者は、駒澤大学図書館資

料複製申込書を提出しなければならない。
２　一般図書及び雑誌の複製を希望する者で、複製の範囲が半分を超え全頁にわたるときは、著作者

及び出版社の許可を取り所定の許可願（様式第１-１号あるいは第１-２号）を提出しなければな
らない。

３　一般図書及び雑誌について著作権が切れている資料の複製を希望する者で、複製の範囲が全頁に
わたるときは、所定の許可願（様式第１-１号あるいは様式第１-２号）を提出しなければならな
い。

４　貴重図書及び禁複製図書の複製を特に希望する者は、所定の許可願（様式第２号）、又は任意様
式の文書、図書館相互利用システム等の方法により、申込まなければならない。

５　貴重図書、禁複製図書及び準貴重図書の複製を特に希望する者で、複製の範囲が半分を超え全頁に
わたるときは、所定の許可願（様式第１-１号又は様式第１-２号）を提出しなければならない。

６　複製希望者が学外使用者及び本学諸学校の教職員（利用規程第２条第４号）で複製の範囲が全頁
にわたるときは、申込者の所属学術機関責任者名で所蔵学術機関が許可願（様式第１-２号）を提
出しなければならない。

（制限）
第５条　複製申込みのあった図書が、次のいずれかに該当するときは、複製を制限し、又は許可しな

いことがある。
（１）著作権法第31条に規定された範囲を超えて複製をするとき。
（２）各図書館協会のガイドライン等の範囲を超えて複製をするとき。
（３）駒澤大学図書館貴重図書及び禁複製図書の複製に関する細則（以下「貴重図書複製細則」とい

う。）第２条に該当する図書を複製するとき。
（４）原形を解体しなければ複製ができないとき。
（５）その他、図書館長が不適当と認めたとき。
（遵守義務）
第６条　複製を希望する者は、次の各号を厳守しなければならない。

（１）著作権法第31条及びその他の法令
（２）当館が会員である図書館協会のガイドライン
（３）貴重図書複製細則
２　著作権者等の第三者に対する手続及び責任は、依頼者が負うものとする。
３　無断で複製物を再複製してはならない。
４　依頼された図書が未撮影で、新たにマイクロ写真撮影等を要するときは、ネガティブフィルム等

を図書館に寄贈するものとする。
（全頁複製条件）
第７条　貴重図書、禁複製図書、準貴重図書及び一般図書の複製の範囲がその全頁にわたるときは、

次の各号を条件とする。
（１）絶版等の理由により入手することが困難になっていること。
（２）申込者が学外使用者及び本学諸学校の教職員（利用規程第２条第４号）の場合、複製物を製本

し、所属学術機関の蔵書とすること。ただし、学内使用者については、個人所蔵を認める。
（掲載・翻刻刊行出版等の使用）
第８条　資料の複製物を、著作物へ掲載・翻刻で使用するときは、所定の許可願（様式第３号）によ

り許可を得なければならない。
（展示・放送等の使用）
第９条　図書館外での展示・放送等で、貴重図書、禁複製図書、準貴重図書及び一般図書等を使用す

るときは、所定の許可願（様式第４号）を提出し、図書館長の許可を得なければならない。
（貴重図書等）
第10条　貴重図書及び禁複製図書の複製は、貴重図書複製細則によるものとする。

（料金）
第11条　使用料（複製使用料・掲載翻刻使用料・展示放送使用料）及び図書館で行う複製実費は、財

務部に納入するものとする。また、複製委託業者に複製を委託した場合は、複製にかかる実
費を複製委託業者に支払うものとする。

２　使用料は別表第１～５に定める。
（複製者）
第12条　複製は、図書館職員又は図書館長が指定した者が行う。

（複製方法）
第13条　複製については、図書館が複製方法及び機材を指定することができる。

［附　則］
この規程は、平成29年４月１日から施行する。

（グループ学修室）
第31条　グループ学修室は、図書資料を利用し、複数で学習及び研究等を行う場として利用する

ことができる。
２　グループ学修室の利用については、所定の手続きを経なければならない。

（パソコンコーナー）
第32条　パソコンコーナーに、学習及び研究等に使用するパソコンを設置する。
２　パソコンの利用については、所定の手続きを経なければならない。
３　パソコンコーナーは、個人のパソコンを用いた学習及び研究に利用することができる。

（大学院生及び教員専用閲覧室）
第33条　大学院生及び教員の専用閲覧室は、大学院生及び教員又は館長が許可した者のみ利用す

ることができる。
２　前項の者は、個人のパソコンを利用することができる。

（視聴覚室）
第34条　視聴覚室、視聴覚資料及び視聴覚機材の利用については、別に定める。

（ガイダンスルーム等）
第35条　ガイダンスルーム等は、情報リテラシーガイダンスに利用する。
２　ガイダンスルーム等は、閲覧席として臨時開放する場合がある。

（入庫資格）
第28条　次の各号のいずれかに該当する者は、図書館の書庫に入り、図書を検索することができ

る。ただし、図書館長の指定する場所に立ち入ることはできない。
（１）本学の教職員（専任・非常勤）
（２）本学の大学院生
（３）第２条第１項第３号、第４号の教職員（専任・非常勤）、第５号のいずれかに該当する者で、

利用資格証明書を携帯している者
（４）その他図書館長が許可した者
２　大学院生の入庫に関しては、この規定によるほか、別に細則を定める。

（入庫及び退庫）
第29条　入庫及び退庫は、次の手続きを経るものとする。

（１）入庫及び退庫記録の手続き
（２）入庫証の借用及び返却手続き
２　入庫及び退庫に際しては、所定の出入口を使用しなければならない。
３　入庫中は、入庫証を携帯しなければならない。
４　入庫に際しては、貴重品及び図書検索に必要なもの以外は携帯してはならない。
５　入庫者は、閉館30分前までに退庫しなければならない。

（入庫検索図書の手続）
第30条　入庫検索した図書を閲覧若しくは貸出しを受ける場合は、所定の手続きを経なければな

らない。

（貸出資格）
第12条　図書の貸出しを受けることができる者は、第２条に該当する者で、かつ、貸出登録によ

り利用証の交付を受けた者とする。
（貸出登録）
第13条　図書の貸出しを希望する者は、別に定める貸出登録を経て利用証の発行を受けるものと

する。ただし、第２条第１項第１号及び第２号の者は、本学が発行した学生証又は身分
証明書をもってこれに代えるものとする。また、第２条第１項第９号の者は貸出登録及
び利用証の発行を受けることができない。

２　貸出登録及び利用証の発行に関する料金並びに有効期限については、別表第１に定める。
（登録の更新）
第14条　前条の有効期間が満了し引き続き貸出しを希望するときは、改めて新年度において登録

手続をしなければならない。
（利用証の再発行）
第15条　利用証を紛失したときは、所定の手続きにより再発行を受けることができる。

（貸出期間及び冊数）
第16条　貸出期間及び冊数は、別表第２に定める。
２　貸出期間の計算は、貸出手続の翌日から起算する。
３　返却期限日が休館日若しくは本学の定める休業日に当たるときは、翌開館日を返却期限日とする。
４　夏季・冬季・春季休業日及びその他の特別な休業中の貸出しについては、別に掲示する。た

だし、 第２条第１項第６号、第７号、第８号、第９号及び第10号に該当する者は除く。
５　第２条第１項第１号の者のうち、２週間を超える学外実習を受ける者で、本人から申し出が

あった場合は、所定の手続きにより貸出期間を延長することができる。
６　第２条第１項第１号の者のうち、卒業論文及び卒業研究等を作成する者で、本人から申し出

があった場合は、所定の手続きにより貸出期間を延長することができる。
（貸出手続）
第17条　図書の貸出しを受けるには、利用資格証明書を提示し、所定の手続きを経なければならない。

（定期試験に伴う貸出停止）
第18条　駒澤大学学則による定期試験実施に伴い７月及び１月は貸出しを停止する。ただし、第

２条第１項第１号、第２号、第３号、第４号の教職員（専任・非常勤）、第５号に該当
する者は除く。

（予約）
第19条　利用者は、所定の手続きにより、貸出し中の図書を予約（以下「予約図書」という。）

することができる。
（貸出期間の延長）
第20条　返却期限後も引き続き当該図書の貸出しを希望するときは、前条の予約図書でない場合            

に限り、所定の手続きを経て、貸出期間を延長することができる。ただし、原則として
１回限りとする。

（開架図書の閲覧）
第７条　開架図書は、自由に閲覧することができる。

（閉架図書の閲覧）
第８条　閉架図書は、所定の手続きを経なければこれを閲覧することができない。

（貴重図書の閲覧）
第９条　貴重図書の閲覧については、別に定める。

（図書の複製等）
第10条　図書の複製等については、別に定める。

（閲覧の準則）
第11条　閲覧中の図書は、当日時間内に所定の場所に返却しなければならない。また、貸出手続

きを経なければ、館外に持ち出すことはできない。

（目的）
第１条　この規程は、図書館規程第９条に基づいて駒澤大学図書館（以下「図書館」という。）の

利用に関する事項を定める。
（利用資格）
第２条　図書館を利用できる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。

（１）駒澤大学（以下「本学」という。）の学生、研究生、委託生、聴講生、科目等履修生及び科目等
特別履修生

（２）本学の教職員（専任・非常勤）
（３）本学の元専任教職員
（４）学校法人駒澤大学が設置する諸学校の教職員（専任・非常勤）、学生及び生徒
（５）本学の研究員及び附属研究所員等
（６）本学の卒業生及び修了生
（７）相互利用協定及びコンソーシアム等の利用資格者
（８）18歳以上の一般利用による許可者（他大学学生及び高校生を除く）
（９）他大学及び研究機関等の紹介者
（10）その他、図書館長が許可した者
２　本学及び学校法人駒澤大学が設置する諸学校に勤務する教職員（専任・非常勤）のうち、勤務校

が発行した身分証明書を有さず、教職員住所録に記載されていない者については、第10号による。
（利用資格証明書の携帯）
第３条　図書館の図書及び施設の利用にあたっては、次に定める証明書を携帯し、図書館職員（以下

「館員」という。）から利用資格証明書の提示を求められたときは、提示しなければならない。
（１）前条第１項第１号及び第２号の者は、本学が発行した学生証又は身分証明書
（２）前条第１項第３号、第４号、第５号、第６号、第７号、第８号及び第10号の者は、身分を証明す

るもの、又は図書館が別に定めるところにより発行した図書館利用証（以下「利用証」という。）
（３）前条第１項第９号の者は、身分を証明するもの
（開館日及び臨時開閉館）
第４条　図書館は、駒澤大学学則等に定める休業日を除き開館する。
２　臨時開館日及び休館日は、必要に応じて図書館長が定め、そのつどこれを掲示する。

（開館時間）
第５条　図書館の開館時間は、午前９時から午後10時までとする。ただし、図書館長は、必要に

応じて開館時間を変更することができる。
（貸出時間）
第６条　図書館資料（以下「図書」という。）の貸出時間は、開館時間内とし、閉館10分前までに       

手続きを完了しなければならない。ただし、閉架図書の請求時間は、閉館30分前までとする。
（資料の区分）
第６条の２　この規程及び関連規程、細則における資料の区分は、次のとおりとする。

（１）「貴重図書」　貴重図書指定基準を満たすもの（雑誌を含む）をいう。
（２）「準貴重図書」
　①　「和書」　1868年以前に刊行あるいは書写されたものをいう。
　②　「中国書（朝鮮を含む）」　1911年以前に刊行あるいは書写されたものをいう。
　③　「洋書」　1830年以前に刊行あるいは書写されたものをいう。
　④　その他、図書館長が定めたものをいう。

（３）「一般図書」　上記の貴重図書及び準貴重図書を除いたものをいう。
（４）「雑誌」　上記の貴重図書及び準貴重図書を除いた逐次刊行物等をいう。
（５）その他、マイクロフィルム及び視聴覚資料等

（返却）
第21条　利用者は、貸出期間内に必ず貸出図書を返却しなければならない。
２　予約図書として図書館から返却請求が行われ、貸出日より１か月を経過した図書は、速やか

に一時返却しなければならない。
３　図書館長が貸出図書の返却を求めたときは、貸出期間内であっても直ちにこれを返却しなけ

ればならない。
４　第２条第１項第１号、第２号、第４号、第５号、第７号に該当する者が、その身分を失った

とき又は海外留学のときは、直ちに貸出図書の全部を返却しなければならない。
５　図書館が閉館しているときは、図書館のブックポストへ返却することができる。なお、返却

日は、前開館日とする。
６　深沢キャンパスのブックポストについては、ブックポスト利用時間内に限り、返却すること

ができる。ただし、回収及び返却処理が終了するまでは、新たに貸出しを受けられない場合
がある。利用、回収、返却処理及び返却日については別に定める。

（卒業及び修了年次生の貸出期限）
第22条　第２条第１項第１号の卒業及び修了年次生が貸出しを受けることができる期限は、次の

とおりとする。
（１）学部生は在学期間満了年度の２月末日までとする。ただし、９月卒業学部生は、９月15日ま

でとする。
（２）大学院生は、在学満了年度の２月末日までとする。ただし、９月修了大学院生は、９月15日

までとする。
（３）研究生、委託生、聴講生、科目等履修生、科目等特別履修生は、大学院及び学部に準ずる。
２　前項の者が貸出期限の延長を希望する場合は、所定の審査手続きを経なければならない。た

だし、返却期限は卒業式当日までとする。
（返却延滞者の罰則）
第23条　返却期限を過ぎても図書を返却しない者に対しては、次に定めるところにより貸出しを

停止する。ただし、病気その他やむをえない事情により遅れた者であると図書館長が認
めたとき、及び第２条第１項第２号、第３号、第４号の教職員（専任・非常勤）、第５
号に該当する者が研究を目的とするときは、この限りでない。

（１）延滞日数が６日以内のときは、返却日から延滞日数に相当する日数を貸出停止とし、その翌
日を貸出停止解除日とする。

（２）延滞日数が７日を超えたときは、返却日から７日間の貸出停止とし、その翌日を貸出停止解
除日とする。

２　延滞日数及び貸出停止期間には、第４条に定める閉館日を含めるものとする。
（督促状）
第24条　図書の貸出しを受けて返却期限日までに返却しない者に対しては、督促状を発送する。
２　前項の処置を受けてもなお返却しない者に対しては、図書館長は、図書の補償を求める。

（貸出禁止図書）
第25条　次の各号のいずれかに該当する図書は、貸出しを受けることはできない。

（１）事典、辞典、年鑑、目録、索引等の参考図書
（２）貴重図書、寄託図書
（３）禁複製図書
（４）未製本雑誌
（５）新聞類
（６）その他、図書館長が指定するもの
２　図書館外への展示のための貸出しについては、図書館長の許可により貸出しを受けることができる。

（補助金等で購入した図書）
第26条　本学の教職員は、次に掲げる補助金、助成金、研究費等を受けて購入した図書について

は、前条の規定にかかわらず貸出しを受けることができる。
（１）文部科学省の科学研究費補助金
（２）駒澤大学特別研究助成による研究助成金
（３）本学の教員教育研究費
（４）その他、外部資金による研究費等
（資料室備付図書）
第27条　資料室備付の図書については、別に細則を定める。

駒澤大学図書館複製等に係る規程（３）印刷物その他物品を販売又は配布若しくは掲示しないこと。
（４）館内で、会合あるいは集会をしないこと。
（５）館内では飲食、喫煙しないこと。
（６）掲示に注意し、館員の指示に従うこと。
（図書の取扱い及び転貸の禁止）
第37条　利用者は、図書の紛失、損傷又は汚損に注意しなければならない。
２　閲覧又は貸出手続を受けた図書は、他人に貸してはならない。

（図書紛失等の届出義務）
第38条　利用者は、図書を紛失、損傷又は汚損したときは、直ちに図書館に届出なければならない。



※授業実施日・定期試験実施日は、1Fフロアを
　8時30分から利用できます。
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図書館のイベント＆学修・就職活動支援図書館のイベント＆学修・就職活動支援
駒澤大学図書館ビブリオバトル
「人を通して本を知る、

本を通して人を知る」
本の紹介コミュニケーションゲーム。
バトラー（発表者）がみんなにお勧めし
たい本を５分でプレゼンし、最後に観戦
者が一番読みたくなった本に投票して
「チャンプ本」を選ぶイベントです。
知らない本、新しい友達に出会えます。

ライブラリー・アドバイザー（LA）
レポートの書き方がわからない…文献の
集め方がわからない…集めた参考文献っ
てどう使うの？プレゼンテーションの上
手なやり方って？
そんなときは２階レファレンスカウン
ター横のLAサポートデスクにお越しくだ
さい。
LAがみなさんの学修をサポートします。

書庫ツアー（学部生・科目等履修生・聴講生）
図書館の地下書庫（B1、BM2、B2）に
は、貴重な和装本、洋古書、近代作家の
初版本、過去の新聞など、たくさんの資
料があります。普段入れない地下書庫を
図書館員が案内します。
この機会でなければ見られない書物を目
にすることができます。
在学中に一度は地下書庫を見てみましょ
う！

レポート対策ガイダンス
LAによるレポートの書き方講座です。
レポートの課題に取り組む手順や文献を
見つける方法について、LAが解説しま
す。

データベース活用による企業情報収集法セミナー
外部講師による就職活動に役立つデータ
ベース講習会。就職活動をはじめるにあ
たり必要な情報を上手に集める方法を教
えます。

学生選書ツアー
「こんな本があったらいいな」を学生の
皆さんの視点で選ぶ選書ツアー。書店の
店頭で読みたい本を選び、自分が選んだ
本が大学図書館に並びます。バラエティ
豊かな本を一緒に選びに行きませんか？
皆さん、奮ってご参加ください！

図書館学生サポーター（学部生・大学院生）
図書館では、「図書館学生サポーター」が
活躍しています。図書館イベントの企
画・運営・展示など、積極的な活動で図
書館を盛り上げてくれています。
興味のある方は、図書館までお問い合わ
せください。

※その他のイベントや日程等詳細につきましては、図書館ホームページ等で随時お知らせいたします。

令和２年４月発行

〒 154-8525　東京都世田谷区駒沢1-23-1
TEL.03-3418-9163　FAX.03-3418-9162

https://www.komazawa-u.ac.jp/facilities/library/


